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昭
和
五
十
六
年
二
月
十
八
日
提
出 

質

問

第

一

〇

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

憲
法
第
十
八
条
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
六
年
二
月
十
八
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

森 
 

 
 

 

清 

 

一 

 



 

一
「
奴
隷
的
拘
束
」
の
意
味
に
つ
い
て 

二
「
苦
役
」
の
意
味
に
つ
い
て 

我
が
国
に
は
奴
隷
な
る
も
の
は
未
だ
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
と
考
え
る
の
で
、
憲
法
に
お
い
て
禁
止 

 

す
る
奴
隷
的
拘
束
の
意
味
が
不
明
確
で
あ
る
。
強
い
て
求
む
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
南
北
戦
争
後 

 
 

奴
隷
制
を
廃
止
す
る
た
め
憲
法
修
正
第
十
三
条
を
定
め
、
「
奴
隷
及
び
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
は
、
当
事
者
が 

 
 

適
法
に
宣
告
を
受
け
た
犯
罪
に
因
る
処
罰
の
場
合
を
除
い
て
は
、
合
衆
国
内
又
は
そ
の
管
轄
に
属
す
る
い
か
な 

 

る
地
に
も
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
て
い
る
。
我
が
国
に
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
「
奴
隷
」
の
解
釈 

 
 

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
に
い
う
「
奴
隷
」
と
同
じ
も
の
と
解
す
る
か
。 

日
本
国
憲
法
第
十
八
条
に
関
し
、
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

憲
法
第
十
八
条
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

三 

政
府
は
、
徴
兵
制
を
違
憲
と
す
る
根
拠
に
憲
法
第
十
八
条
を
引
用
し
て
い
る
。
徴
兵
制
に
よ
つ
て
自
衛
官
が 

 
 

徴
集
さ
れ
た
場
合
も
自
衛
官
と
同
じ
内
容
の
職
務
に
つ
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ 

先
に
引
用
し
た
合
衆
国
憲
法
に
お
い
て
は
「
奴
隷
及
び
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
」
と
同
列
に
規
定
さ
れ
て
い
る 

 

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
が
ど
う
か
。 

昭
和
二
十
一
年
二
月
十
三
日
、
連
合
国
最
高
司
令
官
よ
り
指
示
さ
れ
た
憲
法
原
案
の
政
府
訳
は
、
最
初
は 

 
 

「
服
務
」
と
な
つ
て
い
た
が
、
憲
法
で
は
「
苦
役
」
と
な
つ
て
い
る
。
こ
の
原
案
も
、
最
終
的
に
連
合
国
最
高
司
令

官
が
承
認
し
た
も
の
も
、
英
文
で
は
同
じ
文
言
で
あ
り
、
こ
の
英
語
は
「
奴
隷
で
あ
る
こ
と
、
隷
属
、
苦
役
、 

 
 

 
 

労
役
」
と
い
う
意
味
と
解
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
「
苦
役
」
と
い
う
言
葉
を
使
つ
た
も
の
で
あ
る
か
。 

憲
法
第
二
十
七
条
で
は
「
勤
労
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
お
り
、
通
常
の
用
語
例
に
お
い
て
も
「
労
働
」
を 

 
 

「
苦
役
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
な
い
。
従
つ
て
、
連
合
国
最
高
司
令
官
が
承
認
し
た
憲
法
改
正
案
の
英
文
の
訳
の 

 

と
お
り
、
奴
隷
に
近
い
状
態
の
労
働
を
い
う
も
の
と
解
す
る
が
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

災
害
救
助
法
第
二
十
四
条
、
消
防
法
第
二
十
九
条
、
自
衛
隊
法
第
百
三
条
等
に
お
い
て
、
緊
急
の
場
合
、
一 

 
 

 

定
の
業
務
に
そ
の
意
に
反
し
て
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
憲
法
第
十
八
条 

 

に
よ
り
憲
法
違
反
で
あ
る
か
。 

五 

「
世
界
人
権
宣
言
」
第
四
条
は
、
「
何
人
も
、
奴
隷
に
さ
れ
、
又
は
苦
役
に
服
す
る
こ
と
は
な
い
。
奴
隷
制
度 

 
 

 

及
び
奴
隷
売
買
は
、
い
か
な
る
形
に
お
い
て
も
禁
止
す
る
。
」
と
し
、
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国 

 
 

際
規
約
」
第
八
条
で
は
、
次
の
と
お
り
規
定
し
て
い
る
。 

と
が
、
奴
隷
的
拘
束
又
は
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
な
る
か
ら
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
徴
兵
さ
れ 

 
 

た
者
の
職
務
が
こ
の
「
奴
隷
的
拘
束
」
又
は
「
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
」
の
両
者
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
何

れ
か
一
方
に
の
み
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
か
。 

違
反
で
な
い
と
す
れ
ば
、
自
衛
官
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
憲
法
第
十
八
条
に
該
当
し
、
消
防
法
等
の 

 
 

業
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
同
条
に
該
当
し
な
い
根
拠
は
何
か
。 

五 

 



 

3
(ａ) 

何
人
も
、
強
制
労
働
に
服
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
な
い
。 

2 

何
人
も
、
隷
属
状
態
に
置
か
れ
な
い
。 

1 
何
人
も
、
奴
隷
の
状
態
に
置
か
れ
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
奴
隷
制
度
及
び
奴
隷
取
引
は
、
禁
止
す
る
。 

以
上
の
と
お
り
、
国
際
的
に
も
確
立
し
た
概
念
及
び
我
が
国
が
批
准
し
た
国
際
規
約
に
よ
れ
ば
、
奴
隷
及
び 

 
 

苦
役
（
人
権
宣
言
で
は
苦
役
と
翻
訳
さ
れ
、
規
約
で
は
隷
属
状
態
と
翻
訳
さ
れ
た
原
文
で
あ
る
英
文
及
び
憲
法 

 
 

第
十
八
条
の
苦
役
の
英
訳
文
は
何
れ
も
同
一
の
英
語
で
あ
る
。
）
に
兵
役
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ 

 
 

る
。
な
お
、
苦
役
（
隷
属
状
態
）
で
は
な
い
が
、
強
制
労
働
（
英
文
に
お
い
て
も
苦
役
と
異
な
る
文
言
）
の
概
念
に

兵
役
が
含
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
兵
役
は
強
制
労
働
に
は
含
ま
れ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。 

(ｃ) 

こ
の
3
の
規
定
の
適
用
上
、
「
強
制
労
働
」
に
は
、
次
の
も
の
を
含
ま
な
い
。 

(ⅱ) 

軍
事
的
性
質
の
役
務
及
び
、
良
心
的
兵
役
拒
否
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
に
お
い
て
は
、
良
心
的
兵
役 

 

拒
否
者
が
法
律
に
よ
つ
て
要
求
さ
れ
る
国
民
的
役
務 

六 

 



 

ま
た
、
「
急
迫
不
正
の
侵
害
等
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
国
土
防
衛
の
義
務
上
第
十
八
条
と
い
う
も
の
の 

 

適
用
と
い
う
も
の
は
停
止
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
政
府
は
、
「
国
土
防
衛
の
義
務
と
い
う 

 
 

の
は
、
こ
れ
は
神
聖
な
義
務
で
あ
つ
て
、
苦
役
に
服
す
る
よ
う
な
、
苦
役
に
入
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
だ 

 
 

と
い
う
よ
う
な
解
釈
も
で
き
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

以
上
の
と
お
り
、
徴
兵
制
を
違
憲
と
す
る
論
拠
を
憲
法
第
十
八
条
に
求
め
る
こ
と
は
、
憲
法
解
釈
と
し
て
も 

 
 

問
題
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
神
聖
な
義
務
で
あ
る
と
す
る
国
民
の
考
え
及
び
自
衛 

 

隊
員
の
誇
り
と
い
う
観
点
か
ら
も
論
拠
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
徴
兵
制
違
憲
の
論
拠
か
ら
第 

 

十
八
条
の
引
用
を
外
す
考
え
は
な
い
か
。 

ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
憲
法
修
正
第
十
三
条
が
あ
る
が
、
も
と
よ
り
徴
兵 

 
 

制
は
合
憲
で
あ
る
。
（
一
九
一
七
年
の
選
抜
徴
兵
制
に
つ
い
て
、
修
正
第
十
三
条
に
関
し
、
合
憲
性
が
争
わ
れ 

 
 

 

た
事
件
で
、
一
九
一
八
年
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
全
判
事
一
致
の
意
見
で
合
憲
と
判
決
し
て
い
る
。
） 

七 

 



 

 

八 

右
質
問
す
る
。 


